
「国際原子力規制者会議」設置に関する会合の結果について 
 

平成９年２月７日 
原 子 力 安 全 局 

 
１．出張者の職名及び氏名 
   原子力安全委員会委員長 都甲泰正 
 
２．出張先及び出張期間 
     米国原子力規制委員会（ＮＲＣ）本部 
  平成９年１月１４日（火）～１月１９日（日） 
 
３．会合への出席者 
 （日本） 
   都甲 原子力安全委員会委員長 
   谷口 資源エネルギー庁審議官 
  （オブザーバー） 
   真田 資源エネルギー庁原子力発電安全企画官 
   末広 科学技術庁原子力安全調査室 
 （米国） 
   ジャクソン 原子力規制委員会（ＮＲＣ）委員長 
 （英国） 
   ハービソン 原子力施設検査局（ＮＩＩ）局長 
 （加国） 
   ビショップ 原子力管理委員会（ＡＥＣＢ）委員長 
 （仏国） 
   ラコステ  原子力施設安全局（ＤＳＩＮ）局長 
 （独国） 
   ヘネンホーファー  原子炉安全委員会（ＲＳＫ）委員長 
 （西国） 
   キンデラン 原子力安全評議会（ＣＳＮ）議長 
 
４．会合の結果概要 
○ １月 16 日（木）及び 17 日の午前に米国ＮＲＣで開催された表記会合に対し、都甲委

員長、谷口資源エネルギー庁審議官が我が国より出席した。 
 会合では、昨年９月のＯＥＣＤ／ＮＥＡの規制機関首脳会合においてジャクソンＮ



ＲＣ委員長が提案した国際原子力規制者会議の設置について議論が行われた。 
○ その結果、規制者の立場から原子力の安全を世界的に高めていくために、原子力の安

全に係る重要な問題について意見交換を行うための、各国の規制機関の首脳からなる
AN INTERNATIONAL NUCLEAR REGULATORSASSOCIATION(INRA)を設置す
ることについて基本的合意に達した。 

○ また、会合では、ＩＮＲＡの目的、活動、メンバーシップ、組織構造、運営方法、並
びにＩＮＲＡの今後の拡大及び他の国内・国際機関との関係の構築の在り方等を定め
る TERMS OF REFERENCE(TOR)について検討を行い、基本的合意に達した。 

○ 今後、平成９年５月にパリにおいて全初期メンバーによる会合を開催し、上記ＴＯＲ
の正式採択をもって、ＩＮＲＡの正式発足がなされる予定。 


